







Research on lower secondary school teachers'stress coping 
and support to the teachers who have troubled feelings 
concerning the relations with their students: 


































































































































(F(3.21, 870.02) =56.60, MSe=.35)。多重比較 (Tukey-HSD法， 5%水準）の
結果，「同僚」 (m=3.16)は，「教師としての自信」 (m=2.96), 「管理職」 (m=













た (F(~.50, 697.37) =259.38, MSe=.38)。多重比較 (Tukey-HSD法， 5%水準）
の結果，「問題解決行動」 (m=3.22) は，「消極的態度」 (m=1.94), 「情緒調整」
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Appendix 1 
生徒との関係に悩みを抱えた教師への支え（都丸・庄司， 2005)
質問項目
同僚
同僚の先生の励まし
悩みや愚痴を聞いてくれる同僚の存在
同僚の先生の信頼や理解
同僚の先生の協力や手助け
何でも話せる教職員の雰囲気
教師としての自信
精神的な強さ
教職への思いや情熱
自分の関わりかたが正しいという信念
職場で自分の力を発揮できることがある
生徒たちとの日々の関わり
保護者からの信頼や理解
管理職
管理職の励まし
管理職からの信頼や理解
管理職からの助言・アドバイス
責任感
教師なのだから何とかしなくてはという責任感
能力がないと見られたくないというプライド
周囲からの期待
周囲に迷惑をかけたくないゆえに頑張ろうという気持ち
日々の多忙さ
楽観的思考・気分転換
何とかなるだろうと悩みすぎない性格
何とかなるだろうという見通しや希望
気分転換できる場所や趣味の存在
時間が解決してくれるという希望
学校外での悩みを聞いてくれる人の存在
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Appendix2 
生徒との関係における悩みへの対処方略尺度（都丸・庄司， 2005)
質問項目
消極的態度
自分にはどうしようもないので，仕方がないと思う
なるようにしかならないと思うようにする
あまりそのことを考えないようにする
何もしないで事の成り行きを見守る
たいした問題ではないと深刻に考えないようにする
状況が変化し何らかの対応ができるまで待つ
責任は自分だけにあるのではないと考える
情緒調整
今の状況を人にはなし，気持ちをわかってもらう
管理職や同僚に相談し，助言を求める
気分転換はかる
気を静めたり自分を励ます
問題解決行動
具体的な対策を立て，これからどうしたらようのかを考える
情報をいろいろ集める
認知変容
この経験から得るものがあると考え，よい機会だと思うようにする
自分のやり方を変えるよう努力する
今の時点でうまく行ってる事を考える
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